
七間町映画館跡地周辺まちづくりの今後の展開イメージ（案）

Ｈ２３年度 Ｈ２４年度以降

①跡地開発

開発主体の動き

まちづくりの観点

②エリアの活性化

・土地取得
・跡地開発方針の検討
・事業手法等の検討
（→開発内容は固まらない）

・計画・設計の具体化 ・建設・運営

・まちづくり方針の共有
（どんな地区か？
配慮すべきことは？）
→「ガイドライン」へ

・開発内容を「まちづくりガイド
ライン」と近づける取組み

【取り組み体制】
【市主催の研究会】

関係者の顔合わせ・
方向性共有
→ガイドラインづくり

【地元関係者等による協議組織】
・「まちづくりガイドライン」の具現化
・①・②のテーマに関する情報共有や活動実施

↑※行政や専門家等の技術的な支援

移行

オリオン座跡地
暫定活用の取組み等

（上下水道局
・民間事業者）

・まちづくり方針に基づいて、跡地開発以外の面でも地区の魅力向上や情報発信などに取り組む

資料１



１．跡地等の開発に対して、「まちづくり」の観点で求められる主な論点

（１）にぎわい等の機能をどう配置するか
特に通り沿いの低層部について、にぎわいや生活利便性などにつながる機能（商業だけで
なく、文化や福祉なども）をどう集めることができるか

（２）建築物や敷地のデザインをどう工夫するか
建築物や敷地（外構）のデザインが、「まちなかの公共空間の充実（→地区の魅力）」につな
がっているか、駐車場、歩行者・自動車動線などについてどのような工夫・対策を取るか

（３）街の歴史や文化をどう読み込むか
映画館街、東海道といった街の「記憶」や文化性をハード・ソフトでどのように継承していくか

資料２

２．七間町映画館跡地周辺のまちづくりを進めていく体制（Ｈ２４年度以降）の案

七ぶらエリア再生会議（仮）
【構成】
・関係町内会・商店街組織
・跡地開発主体
・その他関係者
【取り組み・目標】
・「まちづくりガイドライン」の運用・具現化
・「跡地開発」「エリア活性化」などの
全体的な情報共有、意見交換

民間開発事業計画

上下水道局庁舎建設計画

跡地開発まちづくり
調整組織

エリア活性化
活動組織

・地元コミュニティ主体の活動

・外の人たちの協力・提案を活か
した活動
→情報発信、イベント、交流等

※地域による「自律的な運営」に対し、行政や専門家が技術的に支援


